
新規 い も ち 病ItIi除剤 ブ エ ノ キ サ ニ ル の作則特性 273 

新規 い も ち 病 防 除剤フ エ ノ キ サ ニ ルの作用特性
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は じ め に

ブ エ ノ キ サ ニ ル (商品名 : ア チ ー プ⑮) は， Iて| 本農薬

株式会社 と ビ ー エ ー エ ス エ フ ( 旧 : ア メ リ カ ン サ イ ア

ナ ミ ッ ド カ ン パ ニ ー ) が共 同 で開発 し た 浸透移行性 を

有す る い も ち 病防除剤 で あ る 。 フ エ ノ キ サ ニ ル は ， シ ェ

ル (現 : ビ ー エ ー エ ス エ フ ) に よ っ て 発 明 さ れ， 1995 

年か ら 日 本農薬 (株) に よ り NN F-9425 の コ ー ド 番号 で

(社) 日 本植物防疫協会 を 通 じ て 全国各地で委託試験が実

施 さ れ た 。 そ の結果， 優れた 予防効果 と 効果持続性 を 示

す こ と に よ り 安定 し た 試験結果が得 ら れ， 2000 年 12 月

2 1 日 に ア チ ー プ粒剤 9 お よ び粉 剤 DL の 農 薬 登録 が 農

林水産省 よ り 認可 さ れ た 。

I 名 称 お よ び化学構造

一般名 : フ エ ノ キ サ ニ ル (fenoxani ] )

商品名 : ア チ ー プ⑩ (ACHI-BU ⑩)

試験名 : N N F-9425 

化学名 :

N 一 ( 1 -cyano - l ， 2 -d imethylpropyJ )  - 2 - ( 2 ， 4 - d ich loro­

phenoxy) propionamide ( R， S) -and (R， R) -and (S， R) → 

and (S， S) 

化学構造式 :

boJD捻N
E 原体の物理化学的性質

分子式 C 15 H IsChN 202， 分 子 量 : 329 . 23， 性状 : 明

白 色 固 体， 蒸 気 圧 : 2 . 1  x 1 0 -5 Pa ( 2 50C) ， 融 点 :

69 . 0�71 . 50C， 溶 解 性 : 水 30 . 7 X 10-;{  g/ t ( 200C) ， 有

Biological Activi ties and I'rospects of Fenoxani l ，  a new 

systemic b last fllngicide. By Yoshinobll Y ̂ � 1^:l 1 ( )1 り and

Shigeo MU I{AI 

( キ ー ワ ー ド : ア チ ー プ， ブ エ ノ キ サ ニ ノレ， N N F 9425， プ エ ノ

キ シ ア ミ ド 系， メ ラ ニ ン 生 合 成 阻 害 (MBJ) ， 胞子離脱IHt将， い
も ち 病， 浸透移行性)

叫

伸
ぉ

夫

μ

好
げ

繁

機 溶 媒 (200C) ( メ タ ノ ー ル : 5 1 0  g/ l， ア セ ト ン > 

580 g/ / ， 酢酸 エ チ ル : 530 g/ /， ト ル エ ン : 510  g/ ! ，  n­

ヘ キ サ ン : 4 . 7  g/ / ， ジ ク ロ ロ メ タ ン > 600 g/ ! ，  n オ

ク タ ノ ー ル : 120 g/ l ， ア セ ト ニ ト リ ル > 570 g/ / ， 分

配 係 数 (nー オ ク タ ノ - /レ/水 分 配 係 数) : logpo/w == 

3 . 53 (250C) ， 熱 お よ び殿， ア ル カ リ (pH 5 ， 7 ， 9) に 安

疋。

皿 安 全 性

1 原体の毒性 (普通物， A 類)

( 1 )  急性毒性

急性経 口 毒性 マ ウ ス (雄， 雌) LD50 > 5000 I11g/kg 

ラ ッ ト (雄) LDso > 5000 I11g/kg 

ラ ッ ト (雌) LD50 42 1 1  mg/kg 

ラ ッ ト (雄， 雌) LD50 > 2000 mg/kg 

マ ウ ス (雄， 雌) LC50 > 5 . 18 mg/ ! 

急性経皮毒性

急性吸入毒性

( 2 ) 刺激性

眼刺激性 ( ウ サ ギ )

皮膚刺激性 ( ウ サ ギ )

: 陰性

: 陰性

皮膚感作性 ( モ ル モ ッ 卜 ) : 陰性

( 3 ) 変異原性

復帰変異， 小核試験 : 陰性

催奇形成 ( ラ ッ ト ， ウ サ ギ) : な し

( 4 ) 水生生物 に 対す る 影響

原体 : コ イ LC50 1 0  . l l11g/ 1 (96 時間) ， ニ ジ マ ス LC50

8 . 6 1 mg/ 1 (96 時間) ， ド ジ ョ ウ LC50 12 . 1  mg/ l (96 時

間) ， ミ ナ ミ ヌ マ エ ピ LCso 7 . 9  mg/ l (96 時間) ， オ オ ミ

ジ ン コ LCso > 100 I11g/ 1 (3 時間)

( 5 ) 鳥類 に 対 す る 影響

ウ ズ ラ LD50 > 2000 mg/kg 

( 6 ) 有 用 昆 虫 に 対 す る 影響

粉剤 DL : 粉剤 2�8 kg/ l 0  a 相 当 量 を 虫体 に 散布 し た

場合の 各種有用 生物 に 対 す る 影響 を 以下 に 示 す。

カ イ コ ガ : 影特 は な い か極 め て 小 さ い

セ イ ヨ ウ ミ ツ バ チ : 影響 は極 め て 小 さ い

キ ク ヅ キ コ モ リ グ モ : 影響 は な い

W 作 用 機 作

一一- 2:3 

フ エ ノ キ サ ニ ル は ， イ ネ い も ち 病菌 の メ ラ ニ ン生合成
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図 1 い も ち 病閣のIj 前E;i と 7 エ ノ キ リ ニ ノレ の i'1 :m点 ( il/ /lilm 試験)

を 阻害 す る 。 フ サ ラ イ ド ， 卜 リ シ ク ラ ゾー ル お よ び ピ ロ
キ ロ ン な ど の メ ラ ニ ン 生合成阻害剤が， 1 ， 3 ， 6 . 8- ト リ ヒ
ド ロ キ シ ブ フ タ レ ン (T I-l N ) → シ タ ロ ン お よ び 1 ， 3 ， 8-

TH :-.J →パー メ ロ ン の還元僻素反 応 を 阻害 す る の に 対 し
て ， フ エ ノ キ サ ニ ル は カ ル プ ロ パ ミ ド と 同様， メ ラ ニ ン
生合成系 の シ タ ロ ン → 1 ， 3 ， 8-TH N に 関 与 す る 脱水 階
素反応 を 阻害す る こ と が雌認 さ れた 。

い も ち 病菌 の 生前E誌 に お い て ， ブ エ ノ キ ザ ニ /レ は 付 着
探 か ら イ ネ 体 へ の 侵 入 を 強 く 阻害 (90%阻 害 濃 度 0 . 1
PPIl1) す る 。 ま た ， �況 に 侵入 し た い も ち 病菌 に 対 し て
は ， 病斑上 に 形成 さ れ る 胞子の附!ß1 . 飛散 を |正l 害 (90%
阻害濃度 1 O�20 PPIl1) し ， そ の後の い も ち 病菌の伝栴，
� 延 を 防 ぐ 二次感染阻害弱�* を 合 わ せ 持 っ て い る 。

V 生 物 活 性

1 適用病害および使用方法 (表寸)
2 粒剤 9の特長

( 1 ) 多 発生 条件下で も 安定 し た 防除効果 を 示す。
穂 い も ち 病の発生条件別 に ， 粒剤 9 の 防除効果 を比較

し てみ る と ， 中~多発生条件で も 本剤の効巣が安定 し て
い る こ と が示唆 さ れ た 。

( 2  ) 処理適期l隔が広 く ， 効果持続性 に優れ る 。
委託試験や社内試験 に お い て 出穂 5�30 日 前 の湛水処

理で高 い棟、い も ち 防除効果が認め ら れ る こ と か ら ， *剤
の効果持続性 は 処理後 50�60 日 ， 出 JfE後 30� 40 日 程度

表 一 1 ブ エ ノ キ リー ニ ノレのjØj川病�g と 使川 刀 法

ア チ ー プ和)í'í'l D L  

作物才l

1î:!l;{lî 

l火川11"ml 1!1!JlJ 

方法

l以1並 l il l l ìni ま で

ア チ ー プ粒方'1 9

作物才1 遡m病害名 fîl.'m : ， t: fîl.'川l時JtrJ 使JIJ {史J I J

回数 方法

品百 い も ち 病 3 \;g U \f.�t 3 1Ii 1 il;l;ノk
( ，f)&l い も ち ) / 1 0  a 1 ( )�25 1 1 1'líi 以内 I&:fli 

(J[)(f'i(i 2 1  1 1  (fíi ま で)

と 考 え ら れた 。
ま た ， 本 剤 を 出穂 25 日 前 に 湛水処理 し ， 出 穂後経時

的 に イ ネ 穏 を 穂、取11苦Il分 と 校板部分 に 分 け て フ エ ノ キ サ ニ
ル を 分析 し た と こ ろ ， J出穂期 か ら 出穂後 40 日 以 上 に わ
た り ， い も ち 病菌の侵入 を 90%/Hi害 す る 濃度 であ る 0 . 1
ppll1 以上 の フ エ ノ キ サ ニ ル が存在 す る こ と が確認 さ れ
た 。 一方， 玄米への移行 は 少 な し 収穫後の玄米中濃度
は検出限界 (0 . 0 1 ppm) 以 下で あ っ た 。

( 3  ) 土壌種や 漏 水 な ど効果変動 要 因 の 影響 が 小 さ
し 泊 。

本剤は， 水面施用粒斉IJ の効果が変動 し や す い 火 山 灰 系
の 黒 ボ ク 土壊で も 安定 し た 穂し 、 も ち 防除効果 を 示 し た 。

24 一一一
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ま た ， 本 剤 は ポ ッ ト で の 1 4 1-1 間 連 続 漏 水 試 験 (3

cm/ し/ ) や漏水圧/ (2�3 cm/ 1=1 ) での 岡場試験で も 安定
し た 高 い穂い も ち 防除効果 を 示 し た 。 各都士.嬢への フ エ
ノ キ サ ニ jレ の [!&着性が比較的弱 い に も 1;W1わ ら ず漏水の影
特 を 受 け に く い の は， 水溶解度 が低 い こ と と 土壊l以着tl;
の相互関 係 に よ る も の と 考 え ら れ た 。

( 4 ) 二次感染阻害 に よ り い も ち 病 の 主 延 を 防止 す
る 。

褐点病斑 (yb) お よ び胞子形成 の 認 め ら れ る 楳準 止
り 型病政E (ybg) い ずれの場合で も ， 本 剤 の 処 理 に よ り

胞子離脱阻害が観察 さ れ， 処理 45 日 後 ま で， 高 い 二 次
感染阻害作用 を示す こ と が確認 さ れた 。

( 5  ) そ のf也
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Wijノk 処JII' 三 " ， 1 1 か り 1 4 1 1 1:月 、 3cm/ H 、 fJt試土成 大阪地段 上 )

図 - 5 フ エ ノ キ ザ ニ /レ 粒斉11 9 0)漏水条例 下での い も ち 病

防 |徐i<)J*

|徐効梨への);��M:.� は 小 さ い。
②m面*が低水源Lの場合てe も 防除効果への影響 は 小 さ

い が， そ の よ う な 圃場で は ， 早期 に 処理す る こ と で
防除効果 は安定す る 。

③雑草が繁茂 し て い る 圃場で も 防除効果への影特 は 小
さ し 当 。

3 粉剤 DLの特長
①散布 さ れた 葉 での効果持続期間 は約 2 週間程度 と 長

く ， ま た 処理部位 か ら 薬剤が浸透移行す る こ と に よ
り 散布 後新 た に 展 開 し た 葉 で も 高 い 防 除効果 を 示

②散布後の降雨 に よ る 防除効果や効果持続性の低下は
小 さ く ， 困場で安定 し た 葉 い も ち ， 穂、 い も ち 防除効
果 を 示す。

一一一 25 一一一
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図 6 フ エ ノ キ ザ ニ ノレ粉首1) DL の散布主主での効梨持続性

③散布 ム ラ の影響 を受 け に く い。
④二次感染阻害 に よ り い も ち 病の 誌 延 を 防止す る 。
粉剤の場合 は 処理 45 日 後 ま で高 い二次感染 阻害作用

を示す こ と が確認 さ れた 。
お わ り に

フ エ ノ キ サ ニ ノレ は ， 浸透移行性 を 有 す る 新規 い も ち 病
防除薬剤 で あ り ， 人育 ・ 水産生物 に 対 す る 安 全 性 が 高
い。 1=1 本の稲作 に お い て い も ち 病 は ， 依然 と し て脅威的
な 存在 で あ り ， 1 993 年 の 大 発 生 は 記憶 に 新 し い。 本剤
は， 効果変動要因の影苧:.� を受 け に く く ， 優れた効果持続
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図ー 7 プ ェ ノ ヰ リ ニ Jレ約百1) DL の処理後Illi開業への移行'�I

性に よ り 処JW.J並iWJI隔が広 い こ と か ら ， 従来の散布刑体系
や近年の作i処J1J!.斉IJ体系 な ど様 々 な 防除体系 と の組み合わ
せ が可能で あ り ， J14業生産 の安定 に 寄与す る こ と がWJ待
で、 き る 。
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